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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 20分 島袋　　大（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 我が党の代表質問との関連について

(1) 知事の政治姿勢について

(2) 翁長県政の人事のあり方について

(3) 県経済の自立に向けて

ｱ 大型ＭＩＣＥの施設整備について

2 翁長知事のアメリカ訪問について

3 辺野古最高裁判決について

4 浦添市長選挙について

(1) 県議会会派おきなわの選挙対応について

5 県立高校ＩＣＴ整備について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 20分 花城　大輔（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 宮古島市長選挙について伺います。

(2) 浦添市長選挙について伺います。

(3) 普天間基地移設問題について伺います。

(4) 辺野古訴訟最高裁判決について伺います。

(5) ＭＩＣＥ施設建設について伺います。

2 海底資源開発について

(1) これまでの成果について伺います。

(2) 今後の計画について伺います。

3 有事の際の県の対応について

(1) 国民保護計画について伺います。

(2) 県の防災大綱について伺います。

(3) 県民訓練の必要性について伺います。

4 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 20分 座波　　一（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 前副知事の職員採用口きき及び人事介入疑惑について

ｱ 安慶田前副知事は諸見里前教育長が事実として証言した直後に辞任を表明し、前教
育長の「つくり話」として名誉棄損で告訴したが、疑惑を否定しながらこのような対応に任
命者としての知事と所管する教育長の所見を伺う。

ｲ 地方自治法の規定では副知事は辞職の日の20日前に申し入れる規定があり、知事が
承認すればその限りではない。知事は辞職の申し入れからわずか数日で承認したこと
になるが、本人も知事も疑惑を否定しながら事実確認もなく慰留期間もない早々の辞任
決定となったのは不可解である。20日前から辞任の申し入れや相談があったのか。

ｳ 教育庁の幹部人事への登用依頼は副知事権限を越えているが、権限のない副知事の
判断だけでできるのか、知事の関与と任命者としての責任を問う。

ｴ 教育長は２月８日の文教厚生委員会で疑惑の事実は認めながらも第三者委員会設置
による調査要求に対し消極的な発言をしているがなぜか。県民の不信感に対する説明
責任はないのか。組織的隠蔽と指摘されるのも当然ではないか。

(2) 違法確認訴訟の敗訴を受けた後の対応について

ｱ 判決確定後「取り消しを取り消した」後も知事はあらゆる権限を行使して辺野古埋立工
事をとめるとしているが、なぜ「是正の指示」を受け入れたのか。

ｲ 知事は地方自治法のもとで国の法定受託事業を逸脱した行為を行っても裁判に勝てる
と考えた法的な根拠はどこにあったのか。

ｳ 裁判の結果は受け入れるが辺野古移設工事をあらゆる手段でとめるとするのは事実上
裁判結果を受け入れないことであり、法治国家における沖縄県の迷走は今後の県政運
営上、ゆゆしき事態であるが沖縄県民が納得できると考えているのか。

ｴ 本件訴訟で発生する国及び県の損害は膨大な額と予想するが、少なくとも沖縄県政に
とって経費と時間の過重負担であり、結果的に県民の利益の向上につながらない。法的
に決着した以上、知事は政治家として政治の場で解決を模索するべきではないか。

(3) 浦添市長選挙の結果を受けて

ｱ 松本氏が対立候補から公約違反の非難を受けながらも現実路線を選択して移設容認
し、浦添市の将来のまちづくりの政策に位置づけて市民の賛同を得たことに対する知事
の感想を伺う。

2 県職員及び関係する労組の組合活動と服務規律について

(1) 県職労（職員団体）、現業労組、病院事業労組、事業団労組の民間団体と沖縄県関係職
員連合労働組合（県職連合）との関係と活動について

ｱ 県当局は県職連合を登録した労組団体とみなし、４団体との関係を黙認しているのはな
ぜか。また、14階の県職労事務所内に事務局がある事実を確認する。

ｲ 登録団体ではない県職連合に県職員や現業労組や病院事業労組及び事業団民間労
組が統一組織として活動するのは地方公務員法、労働組合法に抵触しないか。

ｳ 翁長県政が誕生したころからこの県職連合は上記４団体を下部組織的な構成にして活
動体制をつくり、翁長県政を支える政治活動や選挙活動が行われているが、知事の所
見を伺う。

(2) 県職員の服務規律について

ｱ 昨年12月22日のオスプレイ抗議集会へ複数の職員が公用車を使用して参加した情報
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が寄せられているが事実関係を確認したい。

ｲ 勤務時間内に県職連合と職員との間で組合活動に関するメールのやりとりが日常的に
行われているとの情報があるが事実関係を確認したい。

ｳ 県当局は実態の把握と法令及び規律に沿った指導と措置をとるべきではないか。

ｴ 県職労（職員団体）が地方公務員法の規定を逸脱した政治活動は許されるものではな
く、特に若い職員への影響が懸念されるため当局は徹底した事実確認と指導をするべ
きだが見解を伺う。

3 大型ＭＩＣＥ施設整備事業について

(1) 財源計画の確立と事業の推進について

ｱ 事業概要と計画に対する進捗状況及び政府との協議の進捗を伺う。

ｲ 設計・建設から管理運営までの財源計画と平成29年度予算措置と実施計画を伺う。

ｳ 県土の均衡発展が建設地選定の主な理由であるが、中城湾に位置する関係市町村と
の連携を県が主導することを提案する。

ｴ ＭＩＣＥ建設地に関連する国、県道の整備計画を伺う。

ｵ ＭＩＣＥ事業への取り組みに対する翁長知事の決意を伺いたい。
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 20分 具志堅　透（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 県政人事のあり方について伺う。

(2) 知事訪米の成果について伺う。

(3) ワシントン事務所のあり方について伺う。

2 教育行政について

(1) 安慶田前副知事の人事介入問題について伺う。

3 観光振興について

(1) 本部港のクルーズ船対応バース整備のあり方について伺う。

(2) クルーズ船観光客の増加へ対応した公共交通ネットワークの整備について伺う。

(3) 修学旅行民泊事業のガイドライン策定について伺う。

(4) 大型ＭＩＣＥ施設整備について伺う。

4 農林水産業の振興について

(1) 戦略品目の拠点地の形成の取り組みについて伺う。

(2) 生産基盤の整備について伺う。

(3) ６次産業化の推進について伺う。

(4) アジアなどへの海外輸出、販路開拓について伺う。

5 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 20分 砂川　利勝（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 翁長知事の政治スタンスについて

(1) 尖閣諸島について、日米首脳は日米安保条約第５条の適用対象を確認したが、翁長知
事の見解を伺いたい。

(2) 副知事辞任に伴う翁長知事の任命責任について

(3) 病院事業局長人事について

2 新八重山病院建設について

(1) 当初予算額からの増額について

(2) 医療機器等の予算確保について

(3) 高圧酸素療法装置の設置・継続について

(4) 不発弾の調査処置費はどこが負担するのか。

3 竹富町における農業集落排水事業及び土地改良について

(1) 竹富町全体における農業集落排水事業の現状について

(2) 小浜島のハイインダ地区の土地改良事業導入について

4 石垣島におけるゴルフ場建設について、県の考え方を伺いたい。

5 与那国島の土地改良について、島仲地区の土地改良の現状と課題について

6 新年度予算について
　新年度予算は、前年度より減額となっているが、事業予算の縮小や先送りなど与える影響
について

7 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 20分 又吉　清義（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 基地行政について

(1) 返還をされた西普天間住宅地区について

ｱ 知事は新年度の施政方針にて、医療特区に向けた取り組みを推進していくとあります
が、具体的に何をどのように取り組み、計画をしているのか伺います。

(2) 普天間飛行場問題並びに、沖縄の基地問題解決に向けたこれまでの普天間飛行場負担
軽減推進会議の取り組みについて伺います。

(3) 辺野古埋立承認に対する取消訴訟は去年の12月末、翁長知事は敗訴をしました。これま
でに支払われた争訟等の費用、訴訟以外の弁護士委託料、旅費、その他もろもろの経費
は総額でどのぐらいの金額になりますか。

(4) 民間から訴えられた海岸防災課の争訟等の費用についても訴訟の弁護士委託料、その
他はどのようになっているか。

(5) 敗訴したにもかかわらず県民の税金で賄われた金額は幾らか、費用の財源内訳の明確
な説明を伺う。

(6) これまで、埋立承認に瑕疵があるとして開催されてきた第三者委員会に支払われた費用
について伺います。

(7) 埋立承認に何ら瑕疵はなく、無駄な時間と県民の大切な税金が政治闘争に投資されたも
のと解するが、知事はどのようにその責任を感じておられるか伺います。

(8) 反対運動の活動をしている中に、５万円の支援金をいただく募集で派遣をされている多く
の県外出身の方々がいる現状について、本来の平和運動のあり方とはかけ離れた姿と解
するが知事はどのように御理解しておられるか伺います。

2 交通事故に関する和解等に係る専決処分のあり方について

(1) 2016、17年に議会に提出された交通事故に関する専決処分は全部で何件あるか、そのう
ち事故から３カ月後に取り扱われたのは何件ありますか。

(2) 専決処分の趣旨、目的はどのようなものであり、その経緯について伺います。

(3) これまで提出された交通事故に関する専決処分のあり方は大半がどのように取り扱われ
てきたか、2016、17年に取り扱われた件数のうち１年以上も先送りされた件数は何件か伺
います。

3 翁長県政の人事のあり方について

(1) １月23日に急遽辞職を発表した安慶田前副知事の真相解明に向けての知事の取り組み
姿勢を伺います。

(2) 任命責任者としてどのような責任、対応であるべきか伺います。

4 福祉行政について

(1) 近年、増加傾向にある県内の児童虐待死亡事件についての県の取り組み方、防止策に
ついて伺う。

5 破壊活動防止法について

(1) 趣旨、目的はどのような法律か伺いたい。

(2) 対象となる団体には、どのような団体が含まれるか。

6 浦添市長選挙について

(1) 県議会議員会派室（おきなわ会派室）からのファクスの取り扱いについて
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7 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成29年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

7 20分 仲田　弘毅（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 知事訪米について

ｱ 県庁職員が訪米に向け準備段階から相当な労を費やしてきたと考えられますが、約１週
間の訪米に同行した人数と訪米費用の総額を伺いたい。

ｲ 知事は「多くの方に沖縄の事情を理解してもらえた」と述べておりますが、理解を得られ
たかどうかは、面会をした相手側がどのように考えるかによって判断されるべきだと考え
ております。具体的にどのような相手から知事の「理解してもらえた」との発言につながっ
たのか、知事の見解をお聞かせください。

ｳ 知事は米連邦議会のマケイン委員長に３度目となる訪米で、面談を要請し断られたとの
報道があるが、その理由と事実関係について伺いたい。

(2) ワシントン事務所について

ｱ ワシントン事務所職員２名の人件費について伺います。２名分の合算であれば個々のプ
ライバシーの侵害に当たることもなく、県民の貴重な税金の使途説明は必要不可欠であ
ります。

ｲ ワシントン事務所は、これまで基地問題に関する情報収集や情報発信が主な役割とされ
ております。どのような情報を得て、どのような情報を発信してきたのか。また、その活動
が県政にどのような具体的成果があったか、知事の説明と見解を伺いたい。

(3) ＳＡＣＯ合意について

ｱ 4000ヘクタールもの広大な北部訓練揚の返還について、オスプレイが使用するのであ
れば返還なき米軍訓練場のままでよいと考えているのかどうか、知事の言葉でわかりや
すくお聞かせください。

ｲ 今回の訪米では、北部訓練場の返還に対する沖縄県の見解をどのように米国で発信さ
れたのか、知事の具体的な発言内容を伺いたい。

(4) 那覇軍港の浦添移設について

ｱ 去る２月12日の浦添市長選挙は、４年前移設反対を訴えた現職の松本市長が当選しま
した。その後、市の公益性を守るため「浦添市素案」をもとに容認し、国・県・那覇市とと
もに合意に至っております。知事の今後の取り組みについて伺いたい。

ｲ 那覇港湾整備は県政の基本方針であり、経済の重点施設であります。キャンプ・キン
ザーの西海岸埋立・開発計画の見直しが、県・那覇市・那覇港管理組合と浦添市との間
で協議されていくとしているが、内容等について知事の見解を伺いたい。

2 県経済について

(1) 平成29年度一般会計当初予算案が沖縄振興一括交付金の減額に伴い総予算額も減に
なったが、重点施策に影響はないか伺いたい。

(2) 概算要求から減額された中で、収支不足を補い既存事業を実施するため、財政・減債・
施設整備基金等の主要三基金を取り崩したとあります。県の今後の対応をお聞きしたい。

(3) 沖縄振興会議における一括交付金の県と市町村配分が、脆弱な小規模離島に与える影
響を危惧しているが、県の認識を伺いたい。

(4) 平成29年度概算要求減額の要因とされる沖縄振興一括交付金の不用額と繰越額が大き
な指摘を受けてきたが、県の対応、対策を伺いたい。

3 南西石油・就職支援について
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(1) 南西石油の製油所の廃業やターミナル事業の売却が県経済に与える影響について、伺
いたい。

(2) 退職者支援に対するこれまでの県の取り組みをお聞きします。

(3) 再就職希望者について関係団体との連携はどうか、現状と対策について伺いたい。

4 農福連携の推進について

(1) 本県における農福連携対策事業を実施している団体と具体的成果について伺いたい。

(2) 農福連携対策の推進に必要な施設整備や生産物の販路拡大に対する助成金について
伺いたい。

(3) 農福連携について、各市町村との連携はどうか、伺いたい。

5 教育行政について

(1) 県独自の新制度となる公的奨学金制度の創設は大きく評価されるものである。推移と実
施状況について伺いたい。

(2) 30人学級・少人数学級について、平成29年度から小学５年生まで拡大し推進されます
が、実施による教職員の増と予算額について、お聞きしたい。

(3) 児童生徒が一日の大半を過ごす学校施設の耐震化について、現状と対策はどうなってい
るか、伺いたい。

(4) ネットによる暴行動画の拡散などの事件が発生しており、県内教育界で大きな波紋となっ
ている。この現状について、教育長の見解と今後の指導・対応についてお聞きしたい。

6 我が党の代表質問との関連について


